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【背景】 
 
神経性大食症(Bulimia Nervosa:BN)は、体重・体型への過剰なこだわりを特徴
とし、多様な心理的要因から食行動異常を呈する重篤な摂食障害である。心理
的要因は、完璧主義、成熟恐怖、禁欲主義などの人格特性との関連が深いこと
が知られている。人格特性とは、生活スタイルや適応の方法を特徴付け、思考、
感情および行動に深く関連している個人特有のパターンである。 
神経性やせ症(Anorexia Nervosa:AN)は、 BN と比べ無効力感、成熟恐怖が強
いが、BN は、衝動性が高く、抑制が困難な傾向が強い。また、BN の排出型で
は、嘔吐の重症度と禁欲主義傾向の強さに相関があると報告されている。Eating 
Disorder Inventory-2 (EDI-2)は、摂食障害の症状および精神病理を評価するた
めの自己記入式質問紙で、91 問から構成され、摂食行動などの症状に関する心
理的要因である痩せ願望、過食、体型不満とその人の生活スタイルや適応の方
法を特徴付け一般的な人格特性である無効力感、完璧主義、対人不信、内面の
気づき（の欠如）、成熟恐怖、禁欲主義、衝動制御（の困難さ）および対人交流
不安の 11 の下位項目がある。摂食障害患者はすべての下位項目で健常者より得
点が高く、さらに摂食障害患者は、完璧主義、内面の気づき、禁欲主義で他の
精神疾患より得点が高い傾向がある。さらに、摂食障害患者において、人格特
性と認知機能との関連が指摘されている。完璧主義傾向が強いANにおいては、
認知の柔軟性を要する認知課題成績が低く、対人交流不安が高い重度の低体重
の患者では、言語流暢性課題成績が健常者と比べて高く、その際の両側眼窩前
頭前野の賦活は健常者と比べて低かったと報告されている。 
人格特性と不適切な摂食行動や重症度などの臨床症状との関連に関する研究は
散見するが、人格特性と認知課題成績および脳活動との関連に関する研究は少
ない。本論文では、BN の人格特性と課題成績との関連を検証し、BN の人格特
性と認知課題中の前頭前皮質の血行動態反応との関連を明らかにすることを目
的とした。 
 
【方法・解析】 
 
Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders, Fourth Edition Text 
Revision (DSM-IV-TR)で BN と診断された 18−39 歳の女性 20 名と摂食障害で
ない健常女性 24 名を対象とした。研究除外基準は、重篤な精神疾患の併存、神
経疾患、頭部外傷、希死念慮、薬物乱用および BMI が 17kg/m2以下の者とした。 
まず、BN の人格特性を評価するために、自己記入式質問紙である EDI-2 を採
用した。 
次に、認知課題中の前頭前皮質の脳活動を近赤外分光法 (Near-Infraed 
Spectroscopy:NIRS)を用いて測定した。認知課題には、数字の逆唱課題を採用
し、酸化ヘモグロビン濃度変化(ΔoxyHb)を脳活動の指標とした。16 channels
の NIRS 装置 (OEG-16; Spectratech Inc, Tokyo)を使用し、Ch2,3,4,5,6 のΔ
oxyHb の平均を右前頭前皮質、Ch11,12,13,14,15 のΔoxyHb の平均を左前頭前
皮質の脳活動反応とした。数字の逆唱課題は、ワーキングメモリを測定する上
で信頼された認知機能検査で、暗算と同様に精神的負荷を与える課題として広
く利用されている。コンピュータのモニタ画面の前の安楽な椅子に腰掛けても
らい、画面に 1 秒ごとに順番に提示されたいくつかの数字を記憶しておき、何
も書いてない画面になったとき、記憶しておいた数字を逆順に暗唱するよう教
示した。数字は 2 桁から開始し、1 桁ずつ増やしていき、7 桁まで 1 分間行った。
解析は、１）数字の逆唱課題の成績（正答数）、EDI-2 で得られた 11 の人格特
性に関するスコアの両群比較に Student’s t 検定を行った。2) NIRS データは、
カスタムメイドのソフトウェア(KNA2013)を MatLab(Math Works 社製)上で
起動し、得られた値の標準化ならびに平滑化処理を行い、個人データ解析を行
った。集団における両群間の差の検定に、双方向の反復的二元配置の分散分析
（r-ANOVA）を用いた。さらに、Bonferroni post-hoc test を行った。 3) ΔoxyHb
（ピーク値）を従属変数、課題成績と EDI-2 の 11 の下位項目を独立変数とし
て ΔoxyHb の最も影響している因子を検出するための重回帰分析を行った。す
べての統計分析では SPSS ver.21（IBM, USA）を使用して実施し、統計学的
有意水準は、p <0.05（両側検定）とした。 
 
【結果】 
 
結果 1)	  
BN 群における数字の逆唱課題の成績は、健常群と比較して有意に低く、禁欲主
義スコアと正の相関があった。 
結果 2) 
健常群では ΔoxyHb が課題の前半でピークになったが、BN 群では課題の後半で
ピークとなった。両群間の ΔoxyHb に統計学的な差は認められなかった。 
結果 3) 
BN 群では、両側前頭前皮質の ΔoxyHb と禁欲主義スコアに負の相関があった。
両側前頭前皮質の ΔoxyHb に最も影響を与えていたのは、EDI-2 の下位項目の
うち、禁欲主義であった。 
 
【考察】 
摂食障害患者は、強迫性障害患者や大うつ病患者よりも「“間違うこと”に対す
る心配」が有意に高いと報告されている。本研究で、数字の逆唱課題の成績と
禁欲主義スコアの性の相関が認められた背景には、禁欲主義傾向が強いと常に
自分自身をコントロールする能力が高いことと関係しているかもしれない。 
また、NIRS 波形において、うつ病では、認知課題中の血行動態反応が全体的に
小さい等、疾患により特定の波形を示すことが報告されている。本研究でのピ
ーク時点の遅れなど、BN に特徴的なパターンを示唆する波形かもしれなく、被
験者を増やし、さらなる検証を進めていく必要がある。 
さらに、両側前頭前皮質の ΔoxyHb に最も影響を与えていたのは、EDI-2 の下
位項目のうち、禁欲主義であった点については、今後、禁欲主義傾向の強さの
統制をした上で、NIRS 波形のパターンを検討していく必要がある。 
 
【総括】 
本研究では、BN の人格特性と課題成績との関連を検証し、同時に BN の人格特
性と認知課題中の前頭前皮質の血行動態反応との関連を明らかにすることを目
的とした。本研究で、禁欲主義が BN の認知課題の成績とその課題に誘発され
る脳活動の双方に関連していることが示唆された。本論文は、難治の摂食障害
の病態解明と新規アプローチ法に新たな提案をするものであり、今後さらなる
検証を進めていく必要がある。 
